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Summary

 Previous studies of Japanese traditional culture have produced mixed results． ln this paper 1 use Prince Shotoku's

commentary on血e Lotus Stura（Hokkegisho）as a case study to clear up the confusion about the definition of Japanese

culture on traditional architecture． 1 sincerely search for ways in which the wisdom of the East can contribute to the future of

architecture．

1．序

 芸術やデザイン作品には作家の個性が窺われると

共に、優れた作品は国境を越え、時代を越えその感

動を伝達し人々の連帯をも作る。本物の優れた作品

には、個性という特殊性と共に、民族や国や時代を

超えた普遍性、さまざまな文化の底流に存在するあ

る普遍的なものが備わっていると言える。建築家と

は、この特殊性と普遍性とを見据え、人間・空間・

時間という3つの間（ま）をテーマに、様々な創作活

動を行う者であると考えられる。社会を構成する人

間と人間との相互依存関係、部屋内外の環境や国の

風景・地域の景観を形作る空間相互の関係、過去と

現在と未来とを関係づけること、そして人間と空間

あるいは時間との関係などこれら3者の相互依存関

係。こうした相互依存関係をつねに前提条件として

意識し、新たな意味の発生や価値の創造による理想

的世界の構築を図ることは、建築家にとって意義深

い本質的な創作活動であると考えられる。

 長い人類の歴史の中で、全くの白紙状態から新し

い世界を建設することは不可能に近いと思われる。

歴史の流れの中で確かに不連続点も見受けられる

が、しかし建築家の生きている時代やその社会の歴

史と、なんらかの関係がすでに存在していると見る

方が自然である。また現代は国際化ということが叫

ばれている時代ではあるが、国際化によって文化の

多様性を消滅させようということでも、自国の歴史

や伝統的文化を軽視あるいは無視しようということ

でもない。さらに我々の精神や肉体が日本の伝統的

文化に囚われていることを反省するとき、完全な別

世界を過去や日本社会と断絶させることで新たに建

設できると考えることには疑問が残る。

 文化としての建築創作論を語るとき日本の伝統は

避けて通れない。日本伝統論を語った篠原一男氏は

「伝統は創作の出発点でありえても回帰点ではない」

Dと語っている。このように日本伝統論を語ること

はたんに過去に戻ることではない。懐古主義や復古

主義とは一線が区切られ、過去・現在・未来の新た

な関係を構築する作業であると考えられる。しかし

日本伝統論といってもその扱う範囲は広い。そこで

本稿では日本文化の原点に帰り古代建築を対象にそ

の代表として法隆寺を取り上げ、「法華義疏」の思

想との関係からひとつの日本建築の伝統を再評価す

る。そしてこうした具体的作品と具体的思想との相

互関係の検討を通して、「文化としての建築創作論」

の可能性を探ることを目的とする。

2．日本的なるものと様々な論考

 我々自身が知らず知らずのうちに囚われてしまっ

ている「日本的なるもの」、こうしたものに多くの

識者が関心を抱き、様々な論考がすでに発表されて

きている。日本を代表する哲学者達も、西田幾多郎

と禅との関係など独自の哲学理論を構築するとき日

本や東洋の思想の影響下にある。一方で、「多くの

学者たちは、ヨーロッパの思想や歴史を論じる時、

多くの書物を調べた後に、じつに慎重にその見解を

のべるが、日本の思想や歴史については、多くの書

物を読まず、何の調査もなくじつに気楽に論じてい

るのではないか」2）という苦言を耳にすることもあ

る。

 篠原一男氏は再建された金閣、突然あらわれた金
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色の建物との出会いの中で、「それは理屈をこえて、

美しかった。一中隅一金閣はあの金箔の中に価値が

あるのだ」3）という問題提起から独創的な伝統論を

構築している。この再建された金箔の金閣で、無常

観やわび・さびで代表されてしまう日本建築の伝統

的表情とは別の、華麗で荘厳な世界に理屈を越えて

感動し、その背後にある「日本的なるもの」を発見

し再評価しようとしている。

 日本の独創的な哲学を作り出した哲学者には西田

幾多郎氏以外にも九鬼周造氏、和辻哲郎氏などがお

られる。江戸の遊里で生まれた美意識である「いき」

について、九鬼周造氏は西欧留学からの帰国後、

1930（昭和5）年に「「いき」の構造」を刊行している。

日本文化は朝鮮や中国そしてインドから、仏教、儒

教、老荘思想などの影響を受けている。「いき」を

「垢抜けして（諦）、張りのある（意気地）、色っぽさ（媚

態）」4）と定義しているが、ここに東洋の諸外国から

の思想的影響をも見ており、たんなる媚態ではなく、

武士道の理想主義に基づく「意気地」と仏教の非現

実性を背景とする「諦め」とによって定義されると

考えている。東洋の伝統的思想である仏教を「流転、

無常を差別相の形式と見、空無、浬桑を平等相の原

理とする仏教の世界観、悪縁にむかって諦めを説き、

運命に対して静観を教える」5）と性格づけ、無常、

空馬、諦めがキーワードになっていることが注目さ

れる。

 日本の古代文化に憧れ、1919（大正8）年にr古寺

巡礼」を刊行された和辻哲郎氏は風土に関する一連

の論文を1935（昭和10）年にまとめられ、「風土」とし

て出版されている。ここでは精神と肉体との区別、

主観と客観との区別、自分と他人との区別、人間と

風土（気候、気象、地質、地味、地形、景観などの

総称）の区別、空間と時間との区別に対して、それ

ら2つのものの相互依存関係、相即の関係、相即不

離が基礎理論とされている6）。そしてインド・中

国・日本が含まれるモンスーン域の人間構造を「受

容的忍従的」7＞と結論づけ、その背景である仏教の

哲学を「その根本直観は「我」の形而上学を捨てる

点において無我観であり、一切の現実を流転と見る

点において無常観であるが、さらにこの一切を苦と

見るところの苦観において情的思惟の特徴を明らか

に示している」8）と語り、仏教を無我観、無常観、

苦観で代表させている。つまり環境や社会への積極

的挑戦ではなく、自己を殺し諦め耐えることを主体

にした消極的国民性に注目し、同時に仏教における

論証的思惟の希薄さを指摘している。

3．不二の関係

 九鬼氏も和辻氏も仏教の性格として無常観や厭世

観が主張され、この延長線上に日本文化の様々な表

情が理解されてきている。しかし「風土」で基礎理

論として設定されているA即Bという相即の関係

や、それと関連しAB不二と表現される、2つであ

り2つではないという不二の関係は東洋的な視点で

あり、鈴木大拙氏もその解説を書かれているように

仏教思想の特色として位置づけることができる。こ

の鈴木氏の著作では「維摩経jの入不二法門が紹介

されている9）。これは維摩居士という学者が、入不

二法門とは、どんな教えかと文殊菩薩に聞かれて、

「黙然」としていたという説法である。善悪・正

邪・真偽・美醜などの2分性に基づく言葉を使用し

ないと、人間はその意志や感情や思想を伝えること

ができない。しかし、この2分性に基づくうちには、

言葉で言葉を打ち消したりするうちには、不二法門

にはならない。不二は無言無説の「黙」に飛び込む

ことであると解説している。対象化や要素化に基づ

く言葉の2分性には可能性があるものの言語表現に

は限界がある。つまり言葉には、硬直して化石化す

る側面がある。しかし、この言葉以前の「黙」が強

調され過ぎると、仏教思想に対して論証的思惟の希

薄さという批判が生じるのは当然なことであると考

えられる。

 西田幾多郎氏は「善の研究」において、人間が経

験することの始元を遡り「未だ主もなく客もない、

知識とその対象とが全く合一している」という「純

粋経験」'o｝から人格の発展完成、つまり善性の開花

を見つめている。また「世界一内一存在」から出発

したハイデガー氏は「存在と時間」において、平均

的日常における人間存在の頽落を見つめ、死への自

覚を通して「良心」を問題にしている。仏教思想は

こうした思想を表明する原点であり、人間性を向上

さすことに関心を抱き、人間の内に秘められた神々

しい力を見つめている思想であると考えられる。

 インドで誕生した仏教思想は中国へ渡るが、中国

の天台宗の僧侶湛然（711-782）が10種類の不二の関係

を論じているm。天台宗の開祖である中国の天台
（538-597）には「法華経」の注釈書である「法華玄義」

があり、ここで説かれている10個の優れた悟りを理

解するための湛然の解釈として、不二の関係が10種

類に分類整理されている。普通には対立して相容れ

ないと考えられるものも、「法華経」の教えからす

れば、互いに融けあい一体化して区別されないこと

が示されている。この中に「色心不二」'2＞と「平平

不二」'3）つまり物質（色）と精神（心）は不二であ

り環境（依）と人間（正）とは不二であるという思

想が出てくる。

 見ること感じることは刺激や情報の一方的な受け

取り、それらによる効果ではない。メルロー＝ポン

ティ氏がf知覚の現象学」で論じているように、人

間は透明な存在ではなく、我々は動機づけられたま

なざしを通して知覚している。つまり人間側の条件

も知覚の重要な構成要素である。そして人間側の条
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法隆寺と法華義疏 一文化としての建築創作論一

件としては精神や心だけではなく、生命を持った物

質である身体も重要な役割を果たしている。健康な

とき、疲れているとき、病んでいるときなど身体の

状態によって、ものの感じ方や見方が変わってくる。

われわれはこの身体によって、言葉による構成的意

識によって強制されるのではない、ある意味の強制

と共に、世界に住みついている。さらに心と身体と

を厳密に区別することは困難であり、心が物質のう

えに自然発生したわけではなく、身体を物へも心へ

も着地させることができない。「色心不二」は心身

二元論に意義を唱えている思想であると解釈するこ

とができる。

 また「依正不二」とは、人間は世界のすべてのも

のと緊密なかかわりのもとで生きている、つまり人

間と環境との相互依存関係を強調した思想である。

人間を取りまいている環境の性格は人間の心的状態

と関係する。人間の心的な構えが周囲を取りまいて

いる環境の性格を規定する側面と、逆に、環境が人

間の心的状態へ働き返す側面がある。人間は環境と

戦うことで理想的な環境を建設することができる

が、同時に人間は環境からの影響を強く受ける。こ

の人間性や国民性への環境からの影響に注目したの

がまさに「風土」である。

4．聖徳太子と『法華義疏』

 法隆寺を建立された聖徳太子は儒教や老荘思想に

精通し、さらに仏教教典の注釈書である三経義疏の

著者であるとされている（太子が著者であることに

疑惑を抱いている研究者もおられる）。この三経義

疏とは「勝婁経義疏』r維摩経義疏」r法華義疏」で

ある。また太子は『勝益虫』と『法華経」とを講義

されたことがr日本書紀」に記述されているa

 日本の古代建築を代表する伊勢神宮にしろ法隆寺

の伽藍配置や五重塔には、諸外国からの影響がある

が、それと共にそうした建築作品を実現された人々

の大いなる創造力や独創性が感じられる。塔婆建築

を中心に古代建築の優れた研究者である足立康氏の

著作集の中には、法隆寺の造塔に対する太子の精神

が極めて良くあらわれている文献として、『法華義

疏」の一部分が紹介されている論文がある。これは

「法華経序品」の偶（詩的表現）の部分、「文殊師利

諸仏子等 為供舎利 厳飾塔廟 国界自然 殊特妙

好 如天樹霜 面戸心血」に対する太子の解釈であ

り、その「法華義疏』の一節は、仏舎利の供養が塔

建設の根本目的であることの証拠として扱われてい

る'4）。 『法華義疏』のその部分の現代語訳は「第三

に「文殊よ」より以下、二行の偶は、疑いを釈す。

疑いとは、上の国界を荘厳するを聞いて、すなわち

懐わく。塔を作ることは、但だ国を厳らんが為めの

み。舎利を供養せんが為には非ざらん、と。ゆえに、

釈して云わく。塔を作るは、正しく舎利を供養せん

が臨めなれども、而も国の自然に厳清となること天

の産出の如くなり、と」15）であり、仏教のなかでも

大乗仏教、その中でもさらに法華経を信仰し、塔を

建立することの功徳が述べられており、仏舎利の供

養だけが仏教の信仰であると限定してしまうこと、

太子がそう限定して考えていたということには「法

華経」ならびにf法華義疏」の全文から判断すると

疑問が残る。塔の持つ象徴的な意味は後述するが、

自身の人間性を向上させる仏道修行には六波羅密と

呼ばれるものつまり布施・持戒・忍辱・精進・禅

定・智慧などがある。こうしたことへの記述が「諸

の菩薩の為には、応ぜる六波羅密を説き」16）など

『法華義疏』の随所に見られる。仏舎利を供養し礼

拝すること、仏像を崇拝することも当時行われてい

たが、それ以上に講堂で行われていたであろう仏道

修行が重要な位置を占めていたと思われる。

5．教典と注釈書

 大乗仏教の教典である「法華経」は論証的な文章、

哲学的理論書ではなく、その想像の世界は、釈尊の

説法を聞きに集まった人々の数の多さや、「法華経

見宝塔品』で語られる塔の巨大さなど、空間にしろ

時間にしろ宇宙的なスケール感を持っており、一種

の宗教文学作品というべきものである。さらにそこ

にはこの思想を理解するためのさまざまな文学的な

警えが出てくる。この荒唐無稽な話し、神秘的な説

話や讐えをそのまま受け取るわけにはいかないが、

そこには何かが主張されている。それを研究し解釈

したものが注釈書である。このように注釈書とは含

蓄ある教典の文章の深意を論究した書であるが、こ

のファンタジーの世界の魅力が中国や日本で様々な

注釈書を生み出してきていると考えられる。

 人間の内面世界を追求したとき、人間は欲望や嫉

妬や怒りや恨みなどの感情に囚われてしまう傾向性

が観察される。また感情と思想が一致していないと

き建前と本音の使い分けが生じる。こうした人々は

偽善者あるいは二重人格者と呼ばれる。そうした囚

われの世界から抜け出す悟りの境地、人間の感情と

思想や行動との一致した人間性が仏教では追求され

ていると考えられる。このとき主張する高貴な人格

の内容や人間の生き方に対する思想や哲学を生き生

きと表現するのに文学的意えが有効であり、この意

味で教典の文章を論証性が希薄だといって簡単に否

定することはできない。さらに東洋の精神史を検討

するとき、教典や教典の注釈書は貴重な研究資料で

あると考えられる。

6．法隆寺の伽藍配置と『法華義疏』

 釈尊の説法であるr法華経』の初めには、今まで

の教えは方便（仮の教え）であり、今、説こうとし

ているものが唯一の正しい教えであるということが
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記述されている。釈尊の教典は多数ありその内容も

異なっており、天台はそれを分類解釈して五時八教

置7）としている。五時とは釈尊の教説を説法の内容的

な順序にしたがって五つに分類したものである。太

子は法雲（467-529）の『法華経義記」を参考にしてい

るが、天台の五時八寸が太子のところにどれだけ伝

えられていたかは不明である。太子は『法華義疏」

の中で五時教を権智（方便の智慧）と実智（真実の

智慧）から解説している18）。そこでは、甲所、第二

の「波若」教、第三の「維摩」教、第五の「浬薬」

教と第四教が記載されていない。第四教が記載され

てなくまた天台とは異なった分類になっておりある

意味で不完全なものになっている。「法華経』がど

こに位置するかであるが、f浬葉」教の後にr法華

経』の解説が展開されている。さらに別の箇所では

法雲を参照し、仏の見識や知識を開いて示し、悟ら

せて入らせるという「開示悟入」と四時教とを重ね

て、「一に云わく、四時教を挙げて釈することをな

す。一中略一門教の時を「開」となし、r波若」を

「示」となし、『維摩」を「悟」となし、「法華」を

「入」となす」19）と記述している。五時教が四時教

になっているが、その最後にr法華経」を位置づけ

る思想に賛同している。仏教には小乗教の教え、大

乗教の教えと様々あるが、正しい教えは一つである

という一乗思想が説かれていることに太子も共感さ

れr法華経」を重んじていると考えられる。

 「法華経」の教えを賛嘆する文学的な讐えとして

「法華経讐喩品」には「三智火宅の讐え」、「法華経

信下品」には「長者窮子の囲え」が出てくる。

 「三車火宅の叶え」は、長者の古く朽ちている邸

宅の火事が舞台になっている。父なる長者は火事に

なった家の中で、遊びに夢中になっている子供たち

を救おうと「お前たちの欲しがる、羊や鹿や牛の車

があるから、早く外に出ておいで」と誘う。急いで

出てきた子供たち全員に、長者は大白牛車を与えた

という説話になっている。人を救う教えを車に讐え、

羊や鹿や牛の3つの車は3種類の仮の教えであり、

仮の教えで救われたかもしれないが、本当の教えは

大白牛車、すなわちこの『法華経」であり、それを

子供たちに平等に与えるという讐えである。

 仏教では一般の人々の迷いの心理状態、生命状態

が三つに分けられ三界（欲界、色界、無色界）20）と

呼ばれる。上記の叶えに対して太子は、「長者の家

は広しと錐も、其の出ず可きは、唯だ一の門のみ有

りとは、三界は広しと難も、出つることを得るは唯

だ一の聖教に由るが為めなるに担う」2'〉と、敷地を

囲い門を一つにすることの象徴的な意味を語ってい

る。

 法隆寺の回廊は通路ではなく境界である。迷いの

世界と悟りの世界とを明確に区分すること、その二

つの世界を結ぶ門の重要性。さらに門が一つである

ことの重要性。こうしたことが法隆寺の伽藍配置の

デザインを決めた原動力の一つであったと推測され

る。

 またこの長者の家が古く朽ちていることに対し

て、《堂》は欲界《閣》は色と無色界《堵や壁》は

四大（地・水・火・風） 《柱の根》は命《梁や棟》

は六識（眼・耳・鼻・舌・身・意）に讐えていると

22）、建物や生活環境が人間の生命状態を象徴してい

ることを語っている。朽ちている建物が心身共にす

さんだ人間の生命状態を象徴しているということの

背後には、心の美が建物の美に反映し、建物を荘厳

にデザインすることへの素朴なあこがれが窺われ

る。

 「法華経藤野品」の家出息子の物語というべき

「長者窮子の讐え」には、限りない財宝を持ち、何

不自由のない暮らしをしている長者が登場する。こ

の長者には息子が幼いとき家を飛び出してしまった

という悩みがある。息子が家を出て50年。諸国を流

浪してたまたま父の城にやってくる。しかし豪勢な

父の生活を見て、自分のような者の来るところでは

ないと恐れ、逃げ出してしまう。そこで父は一計を

案じ、息子を使用人として雇い入れる。そして長者

の死の折りに長者の息子であることが明かされると

いう説話になっている。

 「三車火宅の紛え」では家の外が仏国土（悟りの

世界）になっていたが、ここでは長者の城が仏国土

になっている。この城には財宝が多くあり、金・

銀・珍宝が倉庫にみちあふれているのは、「大乗の

教えの明かす所の仏果の衆の徳に讐う］ Z'》としてお

り、仏国土の豊かさに対して素直な賛同となってい

る。

 現在、多くの古寺はわび・さびで代表される様相

を呈しているが、それは時間が作り出した偶然の造

形である。この太子の思想には厭世観や隠遁の教え、

つまり現実世界否定の思想やニヒリズムはない。ま

た、桜はすぐ散るから美しい、はかないから美しい

という無常観に基づく美意識でもない。ここには世

界肯定の思想と、現実世界を理想郷として行こうと

する姿勢が強く現れている。法隆寺建設当初の華麗

さや荘厳さに対する人々の前向きな思いの深さに注

目すべきであると考えられる。

 さらに「長者団子の戦え」では50年の流浪後、城

の門のほとりに子供が来るがそれに対して、太子は

「若し大乗の機を以て感ずとせば、門の中に立つが

如し。断るに、今は人天の小機を以て感ず。ゆえに

「門の側（ほとり）に立つ」と云う」24）と門の中に

立つこととほとりに立つことを区別し解釈してい

る。ここにおいても門には重要な象徴的意味が担わ

されている。

 法隆寺の建設年代については「日本書紀」の記事

をめぐり再建・非再建論争が繰り広げられたが、若
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草伽藍の発掘により再建説が定説化している。若草

伽藍では中門、塔、金堂が一直線に並ぶ四天王寺と

同じ配置が採用されている。中門から回廊の内側を

見渡すことの象徴的な意味を考えると、現在の伽藍

配置、つまり塔と金堂が左右に並ぶ方が有効のよう

にも思われる。一直線の配置によるその空間構成は

諸外国の影響下にあるが、そうした伽藍配置を太子

が採用したということは、金堂を軽視し、中門から

塔を見ることと同時に塔そのものに重要な象徴的意

味を持たせていると考えられる。

7．五重塔と『法華義疏』

 先にも述べたように「法華経序品」には、仏滅度

の後に菩薩が舎利を供養し乱訴を作ることそして宝

塔の高さが巨大であるという説法がある。この宝塔

が何を意味するかが問題になる。

 r法華二見宝塔品」の冒頭では、金・銀・瑠璃・

真珠など7種の宝で飾られた巨大な塔が大地から出

現して、虚空（たんなる間隙ではない）に浮かんだ

と説かれている。この宝塔には千万もの部屋があり、

無数の旗や宝の装飾・鈴などで飾られている。宝塔

の4面からは素晴らしい香りが出て、その香りが世

界に充満する。この宝塔の中に釈尊の説法が真実で

あると証明する多宝如来が座り、釈尊も多宝如来の

横に座り、虚空での説法が展開される。

 太子は「法華経」を序説、正説、流通説に3回し

zs＞それを4巻に分けて注釈している。教典の段落分

けによる教典全体の構成を明らかにすることは重要

な課題であった。「法華義疏」での注釈は前半の詳

細さに比べて、後半は簡素である。「法華経見出遺

品」は正説ではあるが、その注釈は第四巻に入って

おりその部分ははなはだ簡素である。その大意も

「此は、是れ流通の人をもとむる中、第二に多宝如

来が助けもとむるなり」26）と至って簡潔な記述にな

っている。しかし教典に対する疑問点の記述はない。

「法華義疏」には法雲の所説に対して批判している

箇所があることを合わせて考えると、ここでは丹念

な段落分けを通して、教典を率直に精読している太

子の姿勢が窺われる。

 人間の内面世界を追求し、人間性を向上させる仏

道修行の最終段階での仏の姿と宝塔の姿を重ねて見

たとき、五重塔に込められたメッセージの多さと深

さに驚かされる。しかし太子がこうした思いになっ

ていたかは「法華義疏』の簡潔な記述の中に確証は

ない。とはいっても仏教に関する百の説法よりも五

重塔がもたらす魅力のほうが、思想を伝達するうえ

ではるかに影響力が大きいと考えられる。

 五重塔と一直線の伽藍配置には太子の思想的メッ

セージが託されていると考えられる。このとき空間

を囲うことそして一つの門と中心に一つの塔という

構成が重要であった。結果的に左右対称という構成

になっているが、左右対称という形式が持つ象徴性

をr法華義疏」から読み取ることは困難であり、中

心を持つことによる統一性が構成上の原理であった

と考えられる。なお、蘇我馬子によって創建された

とされる飛鳥寺は一病三金堂であり、より中心性が

強調されている。

8．虚空と永遠性

 「法華経」には巨大な塔が出現し虚空という宇宙

空間で説法が行われるなど不可思議な話しが展開さ

れている。空間的な無限性が登場し同時に時間的な

永遠性もr法華経無量品」に登場する。今、仏の境

涯を悟り説法をしている釈尊は、実は生まれる以前

のはるか昔に仏になっていた、その功徳も永遠であ

るという神秘的な話しが虚空の中で行われる。「法

華義疏」ではその大意を「此の「品」は、極めて如

来の寿命の幽遠なることを明かすに、微塵を以て量

と為す。ゆえに、「寿量品」と云う。此は是れ近を

開いて遠を顕わし、以て果の長座の義を明かす中、

第三に広く近を開いて遠を顕わし、疑を断じて信を

生ぜしむ」とこの「品」の注釈の初めに簡潔に纏め

られ、「疑を断じて信を生ぜしむ」27）と断言してい

る。

 有限の世界に留まりがちな人間の常識的な感受性

が破られ、空間の無限性や時間の永遠性、始めもな

ければ終わりもないこと、虚空の中での永遠性に思

いが馳せられている。

 仏道修行は人間性の開発である。r法華経」には

人間生命に即して宇宙的なもの、その法を開けとい

うメッセージが込められていると考えられるが、そ

れを直接的に表現したのが法隆寺の五重塔と伽藍配

置であると思われる。釈尊の説法である「法華経」

には多宝如来の他に様々な菩薩や四天王などが登場

し、さらに他の教典には薬師如来や阿弥陀如来など

が登場する。この登場人物の多種多様さは人間生命

の多様な姿や悟りのあり方の多様さを象徴している

と考えられるが、その中での一乗思想は多様性の中

で、それら相互の依存関係を見つめ、最終的な調和

を志向しているものと思われる。

 現存する金堂の内陣には中央に釈迦三尊像、東に

薬師如来、西に阿弥陀如来、さらに須弥壇の四隅に

は四天王像と様々な仏像が並んでいる。光背の銘文

によると釈迦三尊像は太子の病気と死に際して作ら

れたとある。創建時の金堂内部の仏像配置は不明で

あるが、現金堂の薬師如来の光背の銘文にると薬師

如来が置かれていたと思われる。これも五重塔その

ものが釈尊とその思想を象徴し、それを中心に構成

するという思想の結果であったと考えられる。

 釈尊の時空を越えた宇宙的スケールの説法が行わ

れた宝塔すなわち五重塔を中心に、それを薬師如来

像や阿弥陀如来像さらに菩薩像や四天王像が取り囲
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むという多様性とそれらの相互依存関係、その中で

の調和を志向した空間構成が太子の構想の中に採用

されていたと推測される。

 太子の死後、現金堂の本尊である釈迦三尊像が安

置され、また670年の消失後伽藍配置の変更があっ

たのは、太子自身の超人化や神格化など、法隆寺建

設の背後に横たわる思想的基盤の変更があったもの

と考えられる。

9．結 論

 本稿は、「三経義疏」の著者が聖徳太子であるこ

と、太子が二教の講義を行い、法隆寺が消失したと

いう「日本書紀」の記事が真実であること、さらに

仏像の光背の銘文が真実であることを前提にしてい

ることを表明する。

 現代日本文化には様々な思想が混在している。こ

のため日本的なるものを簡潔に表現することはとて

も困難である。しかし過去・現在・未来の良質な関

係を構築しようとするとき、日本的なるもののいく

つかの特色を明確にする必要がある。ここでは日本

的なるものを構成する一要素として、古代における

仏教の受容と法隆寺との関係を題材にした。仏教思

想も多様で奥が深く、一概に無常観、厭世観で代表

させることはできないことが示されたと考えられ

る。さらに創建時の法隆寺の五：重塔と伽藍配置は、

意匠の荘厳さ、領域の区画と門の役割、象徴と中心

性、多様性と相互依存関係に基づく調和を基本属性

にしていると考えられる。

 建築家の設計活動は経済的活動ではあるが、同時

に芸術・文化的活動である。建築家の創作活動を芸

術・文化的活動と捉えたとき、過去・現在・未来の

3者の新たな関係を構築することは有意義な作業で

ある。さらに多様性の尊重と相互依存関係に基づく

調和は継承すべき伝統であると考えられる。優れた

伝統の持つ日本的なるものと作家の個性、さらに世

界に通用する普遍的なるものとの共振、異なった性

質のある相互連関的な統一を目指して、今後の展開

を図っていきたいと考えている。またこうした研究

は、世界の諸文化の多様性と、個人の自律、自律し

た個人が作る連帯こそが重要であり、こらこそがす

べての出発点であるという思想に繋がって行くと考

えられる。
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